
基発第0’4250．04号  

平成17年 4月25日  

局 内・各部課・重の長 殿  

労働基準局長  

（公 印 省 略）  

国家公務員倫理規程の一部を改正する政令の施行■について・（通知）   

標記について、別添のとおり通・知されたので、改正内窄について所属職長＝こ  

対し周知鱒底を図芦とともに、その施行に遺漏のないよう周り扱われたい。   



厚生労働省発人第04DlOD6号  

平成17年4 月1日  

各内．部部局の－長 殿  

厚・生労働事務次官  
（倫理■監督官）  

．（公 印 省 略）  

国家公務員倫理規程の一部を改正する政令の施行について（通知）   

職員の職掛；係る倫理の徹底及び綱紀の厳正な保持については、従来より格別のご配意  

を煩わし七いるところ 
第11条第1号及び国表公準貝倫理規程（平壌1芦年政令101号。以下「倫理規程」と  

いう。）附則第2条に基づく画家公務員倫理審査会ゐ内閣に対する意見の申郎こか 

監修料等の取軽いの適正化を盛り込む等を内容とする国家公務員倫理規程の「部を改正す  
る政令（平成17年政令第41阜）が平成1‘7年3月16日に別添のとおり公布され、本  

日か．ら施行されることとなったので、遺漏のないよう取り扱われたいQ   

患た「厚生労働省職員の政務た係る倫理の保持のための体制垂備等につレ 
3年1月10日榔ナ厚生労働省発人第8 
本日付け厚生労働省発人魚0．401007号のとおり、一部改正するとととしたので、併  

せて遺鱒のないよう取り扱われたい。  
厚生労働省においてI享、昨年来不祥事が相次ぐとともに、国庫繭助金関連、大量購入関  

連等の出版物等についての監修料の受け取りをめぐり，国民の批判を招いており、厚生労  

働行政に対する信頼が著しく損なわれている。したがって、厚生労働省にぉいては、職員  
一人一人が、改めて倫魂規程を厳正に遵守する・ために、・自覚を持って身重律していく必要 
が・あ・る。   
貴職に串いて乱倫理規程の改正及び倫理嘩知の改正たっいて、十分に了知のうえ・、  
引き観き職員の職務に係る倫理の微鱒及び綱紀め厳正な保持について、所属職貞に対し  
周知徹底重囲られたい。   
なお、施設等機関、地方支分部局及び所管公益法人その他の団体等についても、この趣 
旨の周知に格段のご配意をお瞬いする。 







































画家公務員倫理規程の一部改正（平成．17年4月1日施行のポイント  

1 監修料の適正化を図る  

○ 補助金等又鱒国が直接支出する費用等をもって作成される書籍等及び作成数の過   

半数を当該職員の属する国の機関等において買い入れる書籍等の監修料及び編さん   

料の受観を禁止する。  

○ 利害関係者に該当しない事業者等から支払を受けた監修料等については、職員が   

行うものであることを明らかにしない場合であっても、贈与等報告の対象とする。   

（利害関係者から支払を受けた監修料等については、従来どおりすべて報告の   

対象。）  

2 職員の職務に係る倫理の保持を阻害する行為等を禁止する  

○ 他の職見が倫理規程違反の行革たよって得た財産上の利益であることを知りなが  

ら、これを受け取り、又は享受するこ．とを禁止する。   

○ 国家公務員倫理審査会、任命権者、．倫理監督官、上司等に対して、倫理法令違反   

行為を行った疑いがあると思料するに足りる事実について、虚偽の申述を行うこと、  

又は隠ぺいすることを禁止する。   

○ 管理者については、部下職員が倫理法令違反行為を行った疑いがあると思料する   

た足り．る事実を黙認することを禁止する。  

3 規制基準を分かりやすくする   

○ 本省幹部職員に係る利害関係者のみなし規定を廃止する。  

0 自己の飲食に要する費用について利害関係者の負担によらないで利害関係者と共   

に飲食をする場合において丁自己の飲食に要する費用が1万円を超えるとき乱倫   

理監督官へ届け出なければならないこととする。（利害関係者による供応接待は、   

従来どおり金額にかかわらず琴1L）  

4 その他   

○ 贈与等報告書、株取引等報告書及び所得専報告書の様式に関する規定を廃止する。   

（様式は倫理審蛮会が定める。）   

○ 利奮関係者に要求して第三者に利益を受けさせる行為■を禁止する。   

0 
に改める。   


